
【はじめに】臓器移植では、レシピエントが臓器提供ドナ

ーから持ち込まれたウイルスによって、移植後に重大な感

染症による合併症を引き起こすことがある。そのため、代

表的な感染症については、移植前検査を行い感染の有無を

確認することが重要である。特に HIVや HTLV-1陽性は臓
器提供ドナーとして移植適応外とされている。本研究では、

HTLV-1の合成オリゴヌクレオチドによる DNA 
Fragmentsを作製し HTLV-1遺伝子定量法 quantitative 
PCR法の確立および基礎的検討を行ったので報告する。
【対象および方法】東京女子医科大学移植管理科において

腎移植目的で来院されたレシピエントおよびドナーについ

て CLEIA法にて HTLV-1抗体陽性であった症例を対象とし
た。

1）HTLV-1の DNA Fragmentsを用いて各 7濃度における併
行精度試験を行った。

2）HTLV-1の DNA Fragmentsを用いて 7濃度における
Standard curveを作製し、各濃度の理論値 copy数を解析し
た。

3）症例検体を用いて CLEIA法、LIA法および quantitative 
PCRによる相関性試験および copy数を解析した。
【結果および考察】HTLV-1の DNA Fragmentsを用いた
7濃度による併行精度試験では良好な結果が得られた。ま
た、DNA Fragmentsを用いた Standard curveによる
quantitative PCRの基礎的性能試験においても良好な結果が
得られた。今後、詳細に症例検討を重ねていく必要性はあ

るが、LIA法における判定保留に迅速対応するため
quantitative PCRを併行測定することは有用であると示唆さ
れた。
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